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研
究
雑
話
(
引
)
障
害
児
教
育
動
作
学
誌
上
実
習
(
九
)
、

蕗

井

力

夫

姿
勢
の
保
持
と
歩
行
運
動
の
神
経
機
序

(4
)、
『
逆
モ
デ
ル
」
の
利
用
と
増
強
‘
前
向
き
制
御
の
仕
組
み
.

んさ(第三種郵便物認可)

前庭動眼反射での誤差学習回路(110，19/:14)
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で
す
.
プ
ル
キ
ン
工
細
胞
は
、
視
蓋
前
域
、
下
オ
リ
ー
ブ

核
.
登
上
線
維
と
伝
わ
っ
て
き
た
網
膜
像
の
誤
差
信
号
に

応
じ
、
平
行
線
維
か
ら
の
伝
達
効
率
を
減
弱
し
ま
す
.
毎

秒
一
回
程
度
の
信
号
で
す
が
‘
数
分
の
持
続
で
学
習
{
長

期
抑
圧
)
し
ま
す
.
逆
転
プ
リ
ズ
ム
の
装
着
に
対
し
て
も
、

数
時
間
で
眼
球
運
動
を
学
習
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
.

「
道
モ
デ
ル
」

の
増
強
に
よ
る
前
向
き
制
御
理
由
は

前
庭
小
脳
路
が
「
逆
算
モ
デ
ル
」
回
路
と
し
て
誤
差
信
号

を
畳
け
常
時
、
学
習
し
て
い
る
か
ら
で
す
(
図
B
1

行
為
す
る
ほ
ど
に
‘
入
力
信
号
に
対
応
し
た
出
力
モ
デ
ル

眼E奪還御
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前庭書官

出力

t上} 同区行線縫全 陸上線総かりの信号"ノ ルキ;'.:1".細胞こ間関入力寸
ると 平行線維かヮの伝達効率が長期抑伍される， フルキンエ細胞 l

つに{すき 答状線譜&桂て "fi以 kの 唱行線継と νナァプヌ縮合. 盤

上線級からは銅版ヤ般のぶれの額差信号が銅哩{敏，，'積産学習iζより
傾の加速情級に対応 した辺モデルが唱修される {前庖小脳回路》
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.線的位

置働指令
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を
増
強
で
き
る
所
以
で
す
.
加
速
度
‘
速
度
、
ベ
ク
ト
ル

と
い
っ
た
出
力
情
報
の
逆
算
は
計
算
論
的
に
も
可
能
で

実
験
的
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
(
川
人
ら
一
九
九
一
ニ
)
.

小
脳
に
お
け
る
四
つ
の
「
逆
モ
デ
ル
」
回
路

さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
回
路
に
平
行
し
て
、
小

脳
へ
の
側
副
路
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
.
発
生
学
的
に
古

い
順
か
ら
.
前
庭
小
脳
片
葉
路
、
脊
髄

・
小
脳
虫
部
路

脊
髄
小
脳
中
間
部
路
、
大
脳
小
脳
外
側
部
路
の
四
つ

で
す
(
図
C
ゴ
こ
れ
ら
は
、
前
庭
動
鰻
反
射
、
姿
勢
反

射
、
歩
行
や
手
足
の
共
同
運
動
、
随
意
運
動
と
い
っ
た
運

動
の
前
向
き
制
御
に
参
画
し
て
い
ま
す
.
階
層
的
な
関
係

を
示
す
と
と
も
に
、
個
別
の
運
動
の
「
逆
モ
デ
ル
」
習
軌
'

回
路
と
し
て
、
増
強
す
る
ほ
ど
に
ス
ム
ー
ズ
で
滑
ら
か
な

動
作
を
保
障
し
て
い
ま
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

主主，. .奥"信号金支げ取り制御Lているだけでは避延的. 摂撃のフィ
ドバッタにO.，砂以上は質す '"カモデル副路と Lて術略核ヨ".与

を受け取れば 入 IJ情繍だ付で前向き制"'，可能となる e 臨"'運動‘
益野保待 掛修行通勤" 反射を延慣と十る人出力回路は 銀.1:":学習会

司."脳の自慢副回..，利用 逆..，デル;1:'..tる!ii!IPJ，き制御阿..を明治

させたー の原理'"随A運動におけるk脳小悩回略に b適用される.

前
回
は
、
視
野
の
な
か
の
あ
る
も
の
に
対
し
「
何
だ
ろ

う
一
」
と
思
っ
た
と
き
の
、
上
丘
に
お
け
る
「
定
位
座
標
」

の
存
在
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
眼
球
の
運
動
座
標
で

あ
る
と
と
も
に
.
手
足
の
運
動
座
標
に
も
な
り
ま
す
.
後

は
、
ど
の
よ
う
に
変
換
す
る
か
.
力
の
入
れ
方
、
加
速

速
度
な
ど
具
体
的
な
出
力
の
問
題
で
す
.
座
標
の
手
が
か

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
測
的
に
動
か
す
ほ
ど
に
誤
差
を

修
正
で
き
ま
す
。
六
ヶ
月
児
の
手
指
の
到
達
行
為
で
も
予

測
的
な
動
き
を
感
じ
ま
す
.
何
か
を
見
つ
け
た
乳
児
の
目

が
手
指
の
微
妙
な
動
き
を
準
備
.
そ
ん
な
姿
に
映
り
ま
す
.

機
能
し
つ
つ
あ
る
神
経
回
路
を
す
べ

て
使
っ
た
予
測
的
な
動
き
、
そ
う
言

え
る
で
し
ょ
う
.
今
回
は
、
上
記
表

題
で
、
前
向
き
制
御
の
仕
組
み
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

前
庭
動
限
反
射
で
の
誤
差
学
習
の

小
脳
回
路

前
庭
動
眼
反
射
に

つ
い

て
は
、
何
回
か
お
話
し
て
き
ま
し
た

(
雑
話
的
纏
構
と
意
義
、
位
成

熟
と
機
能
三
こ
こ
で
は
、
網
膜
中

心
街
で
画
像
を
捉
え
る
た
め
の
誤
差

学
習
回
路
で
す
.
半
器
官
か
ら
前
庭

神
経
絞
ま
で
の
前
庭
小
脳
側
副
回
路

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
.
苔
状

線
維
、
平
行
線
維
、
プ
ル
キ
ン
エ
細

胞
、
前
庭
神
経
核
の
流
れ
(
図
A
)

小脳・四つの機能部位と逆モデル回路
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主主} 小脳の入凶力の伸縄結合は解剖学的に四つに分げられる.発生

学的に b対応欄係にあ勿 逆モデル j 回喝の習p.l~砲を b表現.
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